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 一高祭も成功裏に終わったようですね。一高祭では年毎のテ

ーマを設定し，企画運営されるようになって久しいと聞きまし

た。そして最近は，地球規模・人類的な今日の課題を踏まえた

ものをテーマにしているとも。今年は，「煌～地球の、未来の、

私たちの～」，昨年のは「ＰＵＺＺＬＥ～無限につらなる僕ら

のピース～」でしたね。今回は，在校生諸君の一高祭にあやか

って，先輩たちのエピソードを紹介しましょう。 
 

 開花し始めたアカンサス ↑  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今が見ごろのアカンサスの花 

創
立
２
年
目
に
し
て 

早
く
も
自
主
活
動 

  

土
浦
中
学
校
は
、
茨
城
県
尋
常
中
学
校
土
浦

分
校
と
し
て
明
治
30
年(1897)

4
月
本
校
舎

も
な
く
間
借
り
状
態
、
し
か
も
教
場
も
分
散
状

態
で
開
校
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
の
自
主
的
な

活
動
は
、
そ
の
創
立
当
初
か
ら
極
め
て
活
発
で

あ
っ
た
。
分
校
創
立
の
年
、
既
に
教
師
と
共
に

家
族
的
雰
囲
気
の
中
で
し
ば
し
ば
茶
話
会
を

催
し
、
仲
間
づ
く
り
が
進
ん
で
い
た
。
同
年
12

月
に
は
、
乱
暴
な
言
い
方
で
あ
る
が
、
今
の
生

徒
会
に
似
た
「
進
修
会
」
（
正
確
に
は
後
に
紹

介
）
を
発
足
さ
せ
た
。
創
立
２
年
目
（
明
治
31

年
）
６
月
、
１
・
２
年
生
約
２
０
０
名
の
生
徒

が
、
自
分
た
ち
の
手
で
運
動
会
を
は
る
ば
る
神

立
原
〈
註
〉
で
開
催
し
、
成
功
さ
せ
た
。 

 

こ
れ
は
、
当
初
春
に
予
定
さ
れ
て
い
た
運
動

会
が
翌
年
に
延
期
さ
れ
た
為
、
生
徒
達
が
自
分

た
ち
で
企
画
し
開
催
し
た
の
で
あ
る
。
野
球
２

試
合
の
後
、
「
陸
上
ボ
ー
ト
・
載
嚢
競
争
・
フ

ー
ト
ボ
ー
ル
（
サ
ッ
カ
ー
）
」
が
行
わ
れ
た
と

い
う
。 

更
に
秋
に
も
生
徒
達
の
企
画
で
行
わ
れ
た
。

最
年
長
の
生
徒
で
も
16
歳
、
創
立
２
年
目
と

言
え
ば
、
五
里
霧
中
の
学
校
生
活
と
想
像
し
が

ち
だ
が
、
見
事
な
ま
で
の
積
極
的
な
行
動
力
と

実
行
力
を
発
揮
し
て
い
た
。 

  
 
 

ヒ
ョ
ッ
ト
コ
事
件 

  

こ
の
行
動
力
・
実
行
力
・
創
意
性
は
、
創
立

10
年
目
の
明
治
39
年(1906)

、
思
わ
ぬ
事
件

を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
が
ヒ

ョ
ッ
ト
コ
事
件
で
あ
る
。 

 

当
時
の
土
浦
中
学
校
の
運
動
会
は
、
町
と
一

体
化
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
特
に
恒

例
の
余
興
は
人
々
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
。
日

本
は
、
明
治
38
年(1905

）
、
ロ
シ
ア
に
辛
勝

し
た
が
、
大
勝
気
分
が
冷
め
遣
ら
ず
、
翌
明
治

39
年
秋
、
土
浦
に
お
い
て
も
町
を
挙
げ
て
戦

勝
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中

で
、
３
年
生
は
秋
の
運
動
会
恒
例
の
余
興
を
盛

り
上
げ
る
た
め
の
出
し
物
は
如
何
に
と
知
恵

を
絞
っ
た
結
果
、
数
日
前
に
行
わ
れ
た
戦
勝
会

の
山
車
を
借
り
て
引
き
回
す
こ
と
に
衆
議
一

決
し
た
。
借
り
受
け
に
成
功
し
た
生
徒
達
は
、

学
習
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
、
出
し
物
の
練
習

に
精
を
出
す
一
方
、
山
車
の
屋
根
飾
り
に
も

種
々
の
新
た
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
余
興
の
シ

メ
を
飾
る
３
年
生
の
「
山
車
曳
き
」
は
、
祇
園

囃
し
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
と
お
か
め
の

踊
り
手
、
髪
は
ボ
サ
ボ
サ
で
上
半
身
を
真
っ
赤

に
染
め
、
真
っ
赤
な
大
盃
を
も
っ
た
「
生
き
人

形
」
を
乗
せ
て
登
場
し
、
観
衆
の
拍
手
喝
采
を

博
し
た
。〈
写
真
右
上
・
何
分
、
百
年
前
の
写
真
な
の
で
、

不
鮮
明
で
す
。
背
後
に
新
築
間
も
な
い
校
舎
の
一
部
が
写

っ
て
い
ま
す
〉 

 

か
く
し
て
運
動
会
は
上
首
尾
に
終
わ
っ
た
。

山
車
を
返
却
す
る
に
あ
た
っ
て
、
お
囃
子
も

踊
り
も
飾
り
付
け
も
そ
の
ま
ま
に
町
に
出
て
、

再
び
人
々
の
喝
采
を
博
し
た
。
生
徒
達
は
、
町

の
人
々
か
ら
お
菓
子
な
ど
を
も
ら
い
、
今
日
の

成
功
を
語
ら
い
、
満
足
し
て
帰
校
し
た
。 

 

し
か
し
、
先
輩
た
ち
か
ら
は
「
野
蛮
で
下
品
、

母
校
の
顔
に
泥
を
塗
っ
た
」
と
抗
議
を
受
け
、

警
察
は
無
届
け
デ
モ
を
し
た
と
し
て
事
情
聴

取
に
来
た
。
後
日
、
県
議
会
は
猥
褻
行
為
（
当

世
流
の
い
わ
ゆ
る
ワ
イ
セ
ツ
と
は
大
い
に
趣

を
異
に
す
る
）
を
な
し
た
等
々
と
各
方
面
か
ら

指
弾
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。 

 

遣
沢
恒
猪
校
長
は
、
県
議
会
沙
汰
に
な
る
前

に
、
責
め
を
負
い
辞
表
を
出
し
、
秋
田
県
立
大

館
中
学
校
に
転
任
し
、
甲
・
乙
両
組
の
担
任
も

県
外
の
学
校
に
去
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
ヒ

ョ
ッ
ト
コ
事
件
が
収
束
し
た
訳
で
は
な
い
。 

  
 

参
加
者
た
ち
の
汚
名
返
上
と
活
躍 

  

遣
沢
校
長
は
離
任
式
で
『
将
来
一
新
の
機
を

開
き
、
以
て
全
般
の
風
紀
を
刷
新
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
私
は
満
足
で
あ
る
』
と
だ
け
述
べ
、
決

別
の
辞
と
し
た
。 

 

事
件
を
引
き
起
こ
し
た
３
年
生
は
全
員
叱

責
を
受
け
た
も
の
の
、
特
別
の
処
分
は
な
か
っ

た
だ
け
に
、
遣
沢
校
長
と
の
土
浦
駅
頭
で
の
別

れ
に
は
、
声
を
あ
げ
て
泣
い
た
と
い
う
。
彼
ら

は
『
将
来
一
新
の
機
』
を
胸
中
深
く
秘
め
、
汚

名
挽
回
を
志
し
、
学
業
に
励
ん
だ
。
２
年
後
、

旧
制
一
高
・
二
高
に
一
躍
９
人
も
合
格
し
、
志

を
果
た
し
た
。 

 

事
件
の
首
謀
者
、
同
級
生
は
、
陸
軍
大
将
、

海
軍
主
計
大
佐
、
早
大
文
学
部
教
授
、
順
天
堂

大
教
授
、
日
立
製
作
所
営
繕
部
長
、
銘
酒
酒
造

会
社
社
長
、
代
議
士
、
洋
画
家
、
医
学
博
士
等
々

と
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
大
成
し
た
。
こ
れ
を
以
て

ヒ
ョ
ッ
ト
コ
事
件
は
名
実
と
も
に
終
結
し
た

と
言
え
よ
う
。 

 

〈
註
〉
神
立
原
の
正
確
な
場
所
は
不
明
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
神
立

駅
西
口
に
近
い
県
道
沿
い
に
「
神
立
原
」
と
い
う
バ
ス

停
が
あ
る
。
こ
の
付
近
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。  


